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２
０
２
４
年
度
東
京
支
部
奨
学
生
の
石

橋
佑
季
さ
ん
が
、感
謝
の
言
葉
と
共
に
、研
究

の
現
状
、抱
負
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

「
私
は
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

建
築
材
料
研
究
室
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

４
年
間
の
実
務
経
験
を
経
て
、材
料
と
デ
ザ

イ
ン
は
未
だ
融
合
し
て
い
な
い
と
い
う
側
面

を
強
く
感
じ
、自
身
で
そ
の
専
門
性
を
獲
得

し
、他
者
に
提
供
し
た
い
と
思
い
至
り
ま
し

た
。現
在
は
廃
棄
物
や
未
利
用
の
天
然
資
源

を
用
い
た
建
築
材
料
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

応
募
時
の
計
画
と
は
異
な
る
の
で
す
が
、特

に
、所
属
研
究
室
の
強
み
で
も
あ
る
無
機
材

料
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

秋
に
は
第
一
子
誕
生
。こ
れ
か
ら
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、

「
女
性
の
社
会
進
出
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
修
士
課
程
２
年

◉
東
京
支
部
奨
学
生

石
橋
佑
季
さ
ん

安
価
で
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な

建
材
の
開
発
を
目
指
し
て

徳山芙沙子さん武内善以さん 植原映子さん秋光正子さん伊勢眞理子さん

上：第３部にご出演の
伊能美智子さん（右）
竹中佐記さん（左）

右：支部総会に出席された
新・転入会員の皆さま

（
支
部
委
員　

鈴
木
公
江
）

快
晴
の
下

和
や
か
に
支
部
総
会
開
催

初
夏
を
思
わ
せ
る
２
０
２
５
年
４
月
19

日（
土
）、国
際
交
流
留
学
生
プ
ラ
ザ
・
お
茶

の
水
女
子
大
学
同
窓
会
コ
モ
ン
ズ
に
て
、

東
京
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会

場
設
営
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、定
足
数
を

満
た
し
て
総
会
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
ず
、鷲
崎
支
部
長
が
、新
入
会
員
が
８

名
増
え
た
こ
と
、「
と
も
し
び
第
77
号
」投
稿

特
集『
戦
後
80
年
平
和
を
考
え
る
』に
４
名

も
の
一
般
投
稿
が
あ
っ
た
こ
と
、見
学
会
、

講
演
会
等
、２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告

と
と
も
に
、会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
へ
の

感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
長
谷
川
瑞
穂
会
長
が
支
部
総
会

開
催
を
寿
ぎ
、戦
乱
の
続
く
今
、「
と
も
し

び
」投
稿
特
集
を
興
味
深
く
読
ま
れ
た
こ

と
、東
京
支
部
独
自
の
奨
学
金
事
業
、万
博

参
加
に
お
け
る
神
戸
支
部
の
尽
力
等
に
感

謝
を
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
は
滞
り
な
く
進
行
し
、議
案
は
承
認

さ
れ
て
総
会
は
無
事
終
了
。

　

そ
の
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
、石
橋
佑
季

さ
ん
が
、お
忙
し
い
中
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、研
究
の
現
況
、展
望
な
ど
を
ス
ピ
ー
チ

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、加
納
孝
代
元
会
長
に
よ
る
、ミ
ャ

ン
マ
ー
大
地
震
支
援
募
金
の
呼
び
か
け
に

応
じ
て
、２
２
５
０
０
円
も
の
義
援
金
が
集

ま
り
ま
し
た
。最
後
に
総
会
に
出
席
さ
れ
た

新
入
会
員
３
名
、転
入
会
員
２
名
の
ご
紹
介

が
あ
り
、午
前
の
部
は
終
わ
り
、親
睦
会
へ
。

　

昼
食
は
今
半
の
折
詰
弁
当
と
お
茶
、花
園

饅
頭
で
、和
や
か
に
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
、午
後
の「
小
倉
百
人
一
首
を
う
た
う
」コ

ン
サ
ー
ト
へ
と
続
き
ま
し
た
。



　
支
部
総
会
第
三
部
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
家
、
作
曲
家
、

音
楽
指
導
者
と
し
て
ご
活
躍
の
伊
能
美
智
子
氏
（
東
京

支
部
会
員
）
と
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
竹
中
佐
記
氏
を
お

迎
え
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
伊
能
氏
は
、
小
倉
百
人
一
首
や
万
葉
集
に
自
ら
曲
を

付
け
、
そ
れ
を
歌
手
の
方
が
歌
唱
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
コ

ン
サ
ー
ト
活
動
を
展
開
。
洋
と
和
の
音
楽
の
融
合
を
は

か
る
独
自
の
活
動
が
、
文
化
庁
長
官
表
彰
を
う
け
る
な

ど
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
お
二
人
か
ら
の
要
望
で
、

事
前
に
百
人
一
首
の
人
気
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の

中
か
ら
ベ
ス
ト
シ
ッ
ク
ス
を
歌
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
選
ば
れ
た
六
曲
は
百
人
一
首
の
歌
番
順
に
、
最
初
は

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
風
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
演
奏
。
続
い

て
、
そ
の
歌
の
推
薦
者
が
前
に
出
て
、
何
故
、
自
分
は

そ
の
歌
が
好
き
か
。
そ
の
歌
に
込
め
た
想
い
を
語
り
ま

す
。
最
後
に
、
推
薦
者
の
想
い
に
応
え
て
、
再
び
同
じ

曲
が
、
今
回
限
り
の
ア
レ
ン
ジ
で
演
奏
さ
れ
る
と
い
う

趣
向
で
す
。
伊
能
氏
の
緩
急
自
在
な
演
奏
と
、
竹
中
氏

の
洗
練
さ
れ
た
歌
唱
に
、
一
同
が
酔
い
し
れ
る
午
後
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
伊
能
氏
か
ら
は
演
奏
の
前
に
、
自
分
は
そ
の
歌
を
ど

の
よ
う
に
解
釈
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
た
め
に
ど
ん
な

工
夫
を
し
た
か
な
ど
も
説
明
さ
れ
、
ピ
ア
ノ
に
特
に
素

養
の
な
い
筆
者
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
想
の
違
い
を
存

分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
っ
て

い
た
歌
の
推
薦
者
六
名
も
、
会
場
の
和
や
か
な
雰
囲
気

に
す
っ
か
り
緊
張
も
と
け
、
自
ら
の
思
い
出
を
熱
く

語
っ
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

　
雅
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
流
れ
、
ラ
ス
ト
は
、

伊
能
氏
、
作
詞
・
作
曲
の
「
さ
よ
な
ら
を
言
わ
な
い
わ
」

を
、
全
員
で
熱
唱
。

　
演
奏
者
と
観
客
の
心
が
ふ
れ
あ
う
素
晴
ら
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
支
部
委
員
　
安
東
桂
子
）
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伊
能
美
智
子
と

小
倉
百
人
一
首
を
う
た
う

東
京
支
部
総
会
第
三
部

賞を手にした記念写真
秋光純さん　Koralay教授　秋光正子さん

　澄んだ青空、そびえる岩山、そし
て空の色をたっぷり吸った青い地中
海。4月末東京から丸3日、夫と私は
トルコ南部ダラマン郊外の国際会議

場にたどり着きました。国際会議で夫にある賞を渡したい
との知らせが届いたのです。高齢なので迷いましたがつい
に決心して出かけてきたのでした。会場では沢山の方々が
非常に温かく迎えて下さり、夫の嬉しそうな笑顔を見て遥
々ここまで来て良かったとしみじみ思いました。会議では
新しい情報が得られて私たち二人にとっても有意義な時間

秋光 正子
トルコ訪問記

ダイニングから望む夕暮れの地中海

JAUW副会長

を過ごすことができました。会議場は広大なリゾートホテ
ルの一角に位置しています。エリアにはビーチもプールも
巨大なダイニングもあって沢山の家族連れの人々が非日常
を満喫していました。しかし門の外は岩山の合間に小さな
モスクを中心とした集落が点在する素朴なトルコの風景で
す。畑ではオレンジやオリーブが栽培されていました。帰
路、イスタンブールでトプカプ宮殿を訪れました。隣がブル
ーモスクです。モスクを訪れる人々の多さは息を吞むほど。
人々の信心の深さと強さを感じ圧倒されました。願い別に
祈り分けるわが身を反省する風景でした。



(単位：円） (単位：円）

小計
事業５ 事業６科　目

実施事業

広報・情報 会員活動 小計

100,000

260,000

360,000

7,522

266,200

1,540

73,000

5,000

5,000

358,262

1,738

50,000

56,000

100,000

129,000

55,200

1,415

2,000

393,615

207,530

32,091

81,000

77,480

3,558

200,000

4,302

73,000

5,000

5,000

688,961

△ 295,346

150,000

316,000

100,000

129,000

55,200

1,415

2,000

753,615

207,530

32,091

81,000

85,002

3,558

266,200

200,000

5,842

146,000

10,000

10,000

1,047,223

△ 293,608

△ 293,608

2,910,995

2,617,387

2,617,387

150,000

316,000

100,000

129,000

55,200

1,415

2,000

753,615

207,530

32,091

81,000

85,002

3,558

266,200

200,000

5,842

146,000

10,000

10,000

1,047,223

△ 293,608

△ 293,608

2,910,995

2,617,387

2,617,387

(143口＋4口）特別3,000

158口

講演会・見学会

総会時懇親会

サークル他

本『あの頃わたしは』売上げ

総会懇親会、見学会昼食他

支部総会,講演会

講師お車代含む

宛名シール他

「ともしび」76号77号

チャレンジ奨学金

振込手数料他

現金 預金額

会計

菊地　 康子

森川 　淳子 会計監査

木村　和子　印

その他会計

会計監査

早川　恵子　印

間違いのないことを証明いたします。

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており、

2025年3月21日　
銀行名

232 三菱ＵＦＪ銀行 2,617,155

2024年度東京支部決算（正味財産増減計算書内訳表）
(2024年4月1日～2025年3月31日)

その他会計

支部計

2025年度東京支部予算（正味財産増減計算書内訳表）　
(2025年4月1日～2026年3月31日）

資金残高（2025年3月31日現在）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 １．経常増減の部

　(１)経常収益

本部会計からの繰入金収入（交付金）

　支部活動費

　事業収益

   　シンポジウム・講演会・講座事業収益

　   支部総会事業収益

     その他の行事参加費

  受託事業

　補助金収益

　受取寄付金

　受取利息

　その他収益

 経常収益計(A)

　(２)経常費用

 事業費

　　会議費

 　 会場費

 　 旅費交通費

 　 通信運搬費

 　 消耗品費①

 　 印刷製本費

 　 諸謝金

　  研修費

 　 支払負担金

 　 支払助成金

  　支払寄付金

　  支払奨学金

    諸会費

 　 図書･資料費

 　 雑費

 事務所費

　  給与手当

　  光熱水料費

 　 消耗品費②

 経常費用計(B)

 当期経常増減額(A-B)

 ２．経常外増減の部

当期一般正味財産増減額(C)=(A-B)

 一般正味財産期首残高(D)

 一般正味財産期末残高(C+D)

Ⅲ　正味財産期末残高(C+D)

備　　　考 小計
事業５ 事業６

実施事業

広報・情報 会員活動 小計

120,000

250,000

370,000

5,000

5,000

270,000

500

73,000

5,000

5,000

363,500

6,500

42,000

50,000

80,000

150,000

10,000

3,000

5,000

340,000

205,000

30,000

90,000

75,000

15,000

200,000

10,000

2,000

73,000

5,000

5,000

710,000

△ 370,000

162,000

300,000

80,000

150,000

10,000

3,000

5,000

710,000

205,000

30,000

90,000

80,000

20,000

270,000

200,000

10,000

2,500

146,000

10,000

10,000

1,073,500

△ 363,500

△ 363,500

2,617,387

2,253,887

2,253,887

162,000

300,000

80,000

150,000

10,000

3,000

5,000

710,000

205,000

30,000

90,000

80,000

20,000

270,000

200,000

10,000

2,500

146,000

10,000

10,000

1,073,500

△ 363,500

△ 363,500

2,617,387

2,253,887

2,253,887

155口　入会金7口

150口

講演会,見学会等参加費

懇親会3000円×50人

サークル他

総会懇親会､講演会他

総会、講演会

講師お車代含む

②以外の消耗品費

「ともしび」２回発行

その他会計

支部計 備　　　考

0

0

0

0

0

0

２
０
２
５
年
東
京
支
部
総
会
を
、４
月

19
日
に
、国
際
交
流
留
学
生
プ
ラ
ザ
で
開

催
し
た
。出
席
者
数
29
、議
決
権
行
使
書
数

73
、計
１
０
２
、支
部
規
約
に
基
づ
き
会
員

数
１
７
６
の
５
分
の
１（
35
）を
満
た
し
、

総
会
は
成
立
し
た
。

第
１
部
は
長
谷
川
瑞
穂
会
長
か
ら
ご

挨
拶
を
頂
き
、議
事
に
入
っ
た
。第
１
号
議

案
、第
２
号
議
案
と
も
に
反
対
な
し
で
承

認
さ
れ
た
。報
告
事
項
１
、報
告
事
項
２
も

特
に
異
議
な
し
で
、議
事
は
終
了
し
た
。皆

様
の
お
陰
で
経
常
収
益
が
多
く
、予
算
以

上
の
期
末
残
高
を
次
期
に
繋
ぐ
こ
と
が
で

き
た
。続
く
２
０
２
４
年
度
東
京
支
部
奨

学
生
石
橋
佑
季
さ
ん（
東
京
大
学
大
学
院

２
年
）の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
建
材
の
研
究
に
意
欲
的
な
彼
女
に
、一

同
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

第
２
部
懇
親
会
は
お
弁
当
と
茶
菓
を

楽
し
み
つ
つ
、新
し
い
会
員
の
紹
介
と
挨

拶
や
、つ
も
る
話
も
弾
み
、会
員
同
士
の
親

睦
が
深
ま
る
時
間
と
な
っ
た
。

第
３
部「
伊
能
美
智
子
と
小
倉
百
人
一

首
を
う
た
う
」は
、作
曲
さ
れ
た
伊
能
美
智

子
会
員
が
ピ
ア
ノ
を
演
奏
さ
れ
、竹
中
佐

記
氏
が
歌
わ
れ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
６
首

を
推
薦
し
た
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

語
っ
た
。30
年
前
の
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｗ（
現
Ｇ
Ｗ

Ｉ
）横
浜
大
会
で
の
伊
能
様
の
ご
活
躍
を

懐
か
し
み
、感
慨
深
い
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
っ
た
。

鷲
崎
千
春
支
部
長
以
下
委
員
12
名
と

支
部
担
当
理
事　

遠
藤
理
枝　

会
計
監

査
２
名
は
、今
年
度
も
頑
張
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

  （
書
記　

坂
上
栄
美
子
）

２
０
２
5
年
東
京
支
部
総
会
報
告

2024年度東京支部事業報告 2025年度東京支部事業計画
支部総会　懇親会
講演会　講師室伏きみ子会員　
「『生命科学』と共に歩んだ50年」
見学会「ＮＨＫ放送博物館＆ちょっと贅沢なランチ」
ＪＡＵＷ国内奨学生 東京支部圏募集、選考、本部へ推薦
「ともしび」第76号発行
講演会（国内奨学委員会共催）
講師伊集院葉子会員　「古代女性の活躍と采女」
東京支部奨学金授与
石橋佑季（東京大学大学院修士課程１年）
「ともしび」第77号　投稿特集「戦後80年 平和を考える」発行
ホームページ更新・メールマガジン登録者に配信
水墨画教室・映画クラブ　
中野区視覚障害者福祉協会へ使用済み切手送付

4月20日

6月14日
6月～9月
7月22日
11月8日

1月25日

3月6日
随時
サークル
寄付活動

支部総会　懇親会　
コンサート
「伊能美智子と小倉百人一首をうたう」
伊能美智子会員　竹中佐記氏
警視庁本部見学ツアー
「ともしび」第78号発行

講演会（予定）
「ともしび」第79号（投稿特集「捨てる？
捨てない？断捨離考」）発行

4月19日

7月7日
7月22日

11月
3月

奨学金事業、その他は、2024年度に準ずる。
今後の予定は決まり次第広報する。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ 
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私
が
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
心
し
た
の
は
、東
日
本

大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に
向

け
、岩
手
県
、宮
城
県
、福
島
県
の
３
県
の
中
間
支
援
を

行
う
N
P
O
で
働
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。中

間
支
援
と
は
、行
政
や
企
業
、N
P
O
、地
域
住
民
な
ど

多
様
な
立
場
の
人
々
の
連
携
促
進
を
行
う
仕
事
で
す
。

私
は
災
害
発
生
か
ら
９
年
が
経
過
し
た
2
0
2
0

年
か
ら
携
わ
り
ま
し
た
。沿
岸
部
の
町
並
み
は
復
興

に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、見
え
に
く
い
社
会
課
題
が
あ

る
こ
と
を
徐
々
に
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。あ
る
時
、

復
興
に
携
わ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。地
域
に
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
緩
や

か
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
見
え
、つ
な
が
り
が
あ
る

こ
と
は
人
々
の
生
活
や
、逆
境
に
立
ち
向
か
う
際
に
大

き
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、大
学
院
で

は
人
と
人
の
つ
な
が
り
に
焦
点
を
当
て
て
研
究
を
し

ま
し
た
。

　

私
は
日
本
語
教
育
に
も
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
本
で
難
民
が
自
立
す
る
際
に
ど
の
よ
う
に
人
と
人

の
つ
な
が
り
を
育
ん
だ
の
か
、つ
な
が
り
の
形
が
時
を

経
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
研
究
し
ま
し
た
。イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
研
究
協
力
者
に
は

大
変
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、仲
間
に
も
恵
ま
れ
、あ
ら
ゆ
る
関
心

事
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
ら

は
、す
ぐ
に
解
決
で
き
る
物
事
で
は
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、答
え
が
な
い
事
を
考
え
る
仲
間
が
で

き
た
こ
と
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
想
像
以
上
に
大
切

な
も
の
を
得
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。修
士
論
文
を
書
く

に
あ
た
っ
て
、時
に
は
悩
み
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
す
ら
も
豊
か
な
経
験
だ
っ
た
と
思
え
る

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
、行
政
の
仕
組
み
に
情
報
技
術
の
力
で
円

滑
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
促
進
す
る
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。人
と
人
の
つ
な
が
り
は
対
面
に
加

え
、オ
ン
ラ
イ
ン
上
へ
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、両

方
の
つ
な
が
り
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え

就
職
し
ま
し
た
。

　

仕
事
の
傍
ら
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
に
向
け
た
日
本

語
教
育
や
、３
月
28
日
に
発
生
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
地

震
に
対
す
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
り
、当
事
者

の
目
線
に
触
れ
る
機
会
を
意
識
し
て
い
ま
す
。こ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
、社
会
の
仕
組
み
根
本
を
問
う
こ
と

や
、あ
ら
ゆ
る
視
点
で
物
事
を
見
つ
め
る
姿
勢
を
忘
れ

ず
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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明
治
大
学
大
学
院

国
際
日
本
学
研
究
科
卒
業（
2
0
2
5
年
3
月
）

浅
野
明
莉

人
と
人
の
つ
な
が
り
を

Ⅰ 応募資格
23ケ月以上の就労（アルバイトを除く）の後、会員の在住する都
道府県に本部を置く文部科学省の認可する大学の3年次または
大学院1年次に在学する女性・性自認女性とする。卒業または修
士課程修了まで同大学・大学院に在学することを条件とする。
就労以前の学歴は問わない。

Ⅱ 支給額および募集人数
奨学金20万円を1名に1回支給する。返還は求めない。

Ⅲ 応募提出書類
⑴ 一般社団法人大学女性協会東京支部奨学生応募書
⒈ 所定の様式による
⒉ 応募理由は、全体で1000字程度
⒊ 指導教員は、主な履修科目の指導教員であること

⑵ 履歴書・自己紹介書
⒈ 所定の様式による

⑶ 大学の在学証明書
備考  ⑴ ⑵は、ホームページからダウンロードし、印字可。

Ⅳ 応募方法および締切り
応募者は応募書類を在学大学へ提出する。大学は一括して
2025年10月16日（木）（必着）までに大学女性協会東京支部に
提出する。

Ⅴ 選考結果通知
本人および大学学長に11月末までに通知する。

Ⅵ 支給
１月予定。別途連絡する。

Ⅶ 奨学生の義務
卒業・修了後2ケ月以内に「勉学・研究の概要と現況」（800～1000
字）を大学女性協会東京支部に提出すること。提出のない場合は、
奨学金の返還を求めることがある。「勉学・研究の概要と現況」は、
支部会報「ともしび」に掲載する。同封会報「ともしび」参照のこと。

一般社団法人大学女性協会東京支部は、企業、官公庁などでの就労の後、大学または大学院で勉学・研究中の女性・性自認女性に奨学金を
支給する。卒業・修了後は再び就業により広く社会に貢献することを条件とする。

一般社団法人大学女性協会東京支部
支部長　鷲崎千春
〒160-0017　
東京都新宿区左門町11-6 パトリシア信濃町テラス 101 
Tel：03-3358-2882　Fax：03-3358-2889  
Email：tokyobranch@jauw.org  URL：https://www.jauw.org                                     

【問い合わせ先】

ホームページでも
ご案内しています。
この QRコードを
ご活用ください。

一般社団法人大学女性協会 東京支部奨学生（通称 チャレンジ奨学生）　2025年度募集要項

2025年度の東京支部奨学生を募集しています。皆様からもお声がけください。

２
０
２
３
年
度  

東
京
支
部
国
内
奨
学
生（
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
生
）レ
ポ
ー
ト



新潟支部より提供

丸
山
庸
子
さ
ま
を
偲
ん
で
　

鷲
崎
千
春
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第
14
回
定
時
会
員
総
会
・
全
国
総
会
を
振
り
返
っ
て

支
部
長
　
鷲
崎
千
春

　
丸
山
庸
子
さ
ま
の
訃
報
を
ご

家
族
か
ら
頂
い
て
、心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。丸

山
さ
ま
は
1
9
9
6
年
度
か
ら

1
9
9
7
年
度
に
J
A
U
W
会

長
を
お
務
め
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
広

報
委
員
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

女
性
の
地
位
の
向
上
、男
女
共

同
参
画
社
会
に
大
変
期
待
を
寄

せ
ら
れ
て
、全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
は

「
女
性
と
職
業
―

そ
の
障
碍
と

支
援
に
つ
い
て
」の
テ
ー
マ
を
掲

げ
ま
し
た
。当
時
の
丸
山
会
長

の
原
稿
に
書
か
れ
た
、グ
ラ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
、ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
フ

ロ
ア
ー
な
ど
私
に
は
聞
き
な
れ

な
い
言
葉
に
困
惑
し
ま
し
た
が
、

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
ご
説
明

く
だ
さ
っ
た
こ
と
は
、忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
で
す
。ご
子
息
様
ご

一
家
と
同
居
さ
れ
、最
期
の
時
も

ご
家
族
に
見
守
ら
れ
て
、お
幸

せ
で
い
ら
し
た
こ
と
と
拝
察
し

て
お
り
ま
す
。

　
お
嫁
さ
ま
が
、ご
葬
儀
に
「
思

い
出
コ
ー
ナ
ー
」を
作
り
た
く
準

備
を
さ
れ
て
い
る
時
に
「
文
部

科
学
省
社
会
教
育
功
労
者
」の

表
彰
状
が
出
て
き
て
、そ
れ
に
つ

い
て
の
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

丸
山
さ
ま
と
親
し
く
な
さ
っ
て

い
て
、授
賞
式
に
も
出
席
さ
れ
た

阿
部
幸
子
元
会
長
に
ご
連
絡
を

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、お
心
の
籠
っ

た
お
悔
や
み
状
と
、こ
れ
ま
で
の

丸
山
さ
ま
の
大
学
女
性
協
会
で

の
ご
活
躍
の
資
料
を
ご
遺
族
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
思

い
出
コ
ー
ナ
ー
」へ
何
よ
り
の
贈

り
物
と
な
り
、丸
山
さ
ま
も

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

丸
山
庸
子
さ
ま
は
東
京
支

部
長
も
1
9
8
0
年
か
ら

1
9
8
1
年
に
お
務
め
に
な

り
ま
し
た
。10
年
前
発
行
の

『
あ
の
頃
わ
た
し
は
』に
は
、東

京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現

お
茶
の
水
女
子
大
学
）に
入
学

直
後
の
小
淵
沢
の
校
舎
で
、終

戦
の
詔
勅
を
聞
か
れ
た
そ
の

当
時
の
状
況
を
、詳
し
く
書
い

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
深
く

お
礼
を
申
し
上
げ
て
、お
別
れ
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
5
月
18
日
（
日
）、新
潟
の
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、第
14
回
定

時
会
員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。出
席
者
72
名
、議
決
権
行
使
書
提
出
者

2
9
7
名
。長
谷
川
会
長
か
ら
万
全
の
準
備
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
た
新

潟
支
部
の
皆
様
へ
の
感
謝
と
、新
潟
の
文
化
、人
、食
に
触
れ
、心
豊
か

に
3
日
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。第
1
号
議

案
、第
2
号
議
案
が
承
認
さ
れ
、各
担
当
理
事
か
ら
事
業
報
告
が
な
さ

れ
た
。今
年
度
、新
し
く
選
任
さ
れ
た
濱
松
若
葉
総
務
理
事
、渡
部
由

紀
子
会
計
理
事
の
理
事
会
で
の
ご
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　
午
後
は
全
国
総
会
へ
と
移
る
。構
成
作
家
＆
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
南
加
乃
子
氏
に
よ
る
公
開
講
演
会
「
ゆ
か
り
の
地
・新
潟
で
ド
ナ

ル
ド
・キ
ー
ン
先
生
を
想
う
」が
、開
催
さ
れ
た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

移
築
さ
れ
た
書
斎
や
書
籍
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
訪
問
に
同
行
さ
れ
た
南

氏
の
力
作「
ド
ナ
ル
ド
・キ
ー
ン
95
歳
心
の
旅
」（
2
0
1
7
）の
映
像
等

を
鑑
賞
し
た
。引
き
続
き

「
移
行
法
人
終
了
後
に
向
け

て
」で
は
、「
次
世
代
に
つ
な

ぐ
会
」か
ら
宮
下
摩
維
子
さ

ん
が
「
法
人
」と
は
何
か
に

つ
い
て
語
り
、監
事
の
木
口

京
子
さ
ん
か
ら
「
公
益
目
的

支
出
計
画
」の
考
え
方
と
現

状
に
つ
い
て
、奨
学
金
・研

究
奨
励
担
当
の
今
野
美
智

子
さ
ん
か
ら
J
A
U
W
の
大

き
な
柱
で
あ
る
奨
学
金
事

業
の
経
過
や
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。最
後
に

元
会
長
・J
ラ
ン
プ
の
会
の

中
村
久
瑠
美
さ
ん
か
ら
、こ

れ
ま
で
の
歴
史
の
概
要
、文

部
省
の
国
庫
補
助
事
業
や

国
際
会
議
の
国
内
開
催
な

ど
の
お
話
が
あ
り
、先
輩
方

が
い
か
に
尽
力
さ
れ
て
来
た
か
、そ
れ
を
ど
う
引
き
継
い
で
行
け
ば

よ
い
か
、ま
だ
方
向
を
模
索
中
と
の
こ
と
だ
が
、み
ん
な
で
考
え
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、「
こ
は
く
会
」の
皆
さ
ま
が
民
謡
と
踊
り
を
ご
披
露

く
だ
さ
り
、佐
渡
お
け
さ
の
身
振
り
手
振
り
を
習
う
が
、動
き
が
洗
練

さ
れ
て
い
て
難
し
い
。ご
当
地
な
ら
で
は
の
凝
っ
た
美
味
し
い
お
料
理

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、各
テ
ー
ブ
ル
で
話
が
弾
ん
だ
。

　
総
会
に
先
立
ち
17
日
に
行
わ
れ
た
支
部
長
会
で
は
4
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、意
見
交
換
。神
戸
支
部
か
ら
は
E
X
P
O
の
ス
イ
ス

館
を
8
月
7
日
に
全
館
貸
し
切
り
で
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
、上

川
陽
子
衆
議
院
議
員
（
静
岡
支
部
）の
講
演
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、是

非
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
。京
都
支
部
か
ら
は
高
齢
で
参
加
が

難
し
く
な
っ
た
先
輩
に
お
話
の
チ
ャ
ン
ス
を
、そ
れ
が
生
き
甲
斐
に
も

繋
が
る
は
ず
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　
最
終
日
19
日
は
研
修
旅
行
、40
名
の
参
加
。初
め
に
農
業
・食
文
化

の
継
承
と
新
し
い
価
値
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
そ
ら
野
テ
ラ

ス
」を
訪
問
、越
後
姫
と
い
う
名
の
幻
の
苺
を
い
た
だ
く
。こ
の
テ
ラ
ス

か
ら
の
眺
め
は
今
が
一
番
美
し
い
と

聞
き
及
び
、写
真
に
納
め
る
。次
は
三

条
市
立
大
学
へ
。2
0
2
1
年
4
月
に

開
学
し
た
工
学
系
単
科
大
学
で
、燕
三

条
の
多
く
の
物
づ
く
り
企
業
が
学
生

の
学
び
を
支
え
て
い
る
。初
代
学
長
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
生
ま
れ
の
ア
ハ
メ

ド
・シ
ャ
ハ
リ
ア
ル
氏
が
流
暢
な
日
本

語
で
ご
説
明
く
だ
さ
る
。実
学
志
向
の

学
び
に
徹
し
、こ
の
３
月
第
１
回
卒
業

生
を
企
業
に
送
り
出
し
た
と
の
こ
と
。次
に
2
0
0
年
に
わ
た
り
伝

統
技
術
を
継
承
し
て
い
る
、無
形
文
化
財
鎚
起
銅
器
玉
川
堂
（
ぎ
ょ

く
せ
ん
ど
う
）を
訪
れ
て
旅
の
締
め
括
り
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、新
潟
支
部
の
皆
様
の
お
心
の
籠
っ
た
お
も
て
な
し
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、来
年
は
東
京
で
本
部
主
催
と
な
る
の
で
、一
致

協
力
し
て
皆
様
を
気
持
ち
よ
く
お
迎
え
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

トネリコが映る水田の風景

1997 年全国セミナーでの
丸山庸子会長（当時）



　令和7年7月7日、トリプルセブンの七夕の日に、東京支部
主催の見学会が開かれました。今回訪れたのは、偉容を誇る
警視庁本部。その75分間見学ツアーに参加しました。
　真夏日が続く中、熱中症の心配もあり、参加予定の方に直前
キャンセルOKとのメールを差し上げましたが、23名全員が
元気に参加。雨天歓迎・炎天決行の心意気が通じたのか、体感
的には、まぁまぁ凌ぎやすい一日となりました。
　まずは二列に整列して簡単な荷物検査の後「ふれあいひろ
ば警視庁教室」へ。クイズを交えて、警視庁の活動や防犯、防
災などについて映像で学びます。個別モニターを通じてのク
イズタイムには、皆さん真剣に回答。その場で回答数が集計さ
れるのも、なかなか面白い。終了後には自分が何問正解したか
など、愉しい私語も聞かれました。
　次は、警視庁創設（明治７年）以来の資料や、現在の活動を
紹介する品々が展示された「警察参考室」。ここでは自由見学
が許され、皆さん思い思いの場所でじっくり観覧。浅間山荘事
件当時の穴の空いたやかんや長靴などを見ながら、当時の想
い出話に花が咲きます。二・二六事件で使われた銃器、初代大

警視（警視総監）のハイセンスな制服も注目の的。しかし一番
人気は、自由に乗れる白バイの展示。皆さん次々にまたがり、
記念撮影です。
　最後の見学は、110番通報を受理し、指令を出す「通信指
令センター」。20台の受理デスクの内、実際に通話中のデス
クには黄色、緊急の場合には赤ランプが付きます。壁面の巨
大モニターには、東京近辺のパトカーの全行動が映し出され、
迫力満点‼撮影不許可なのが残念でした。
　お勉強の後には、大人のランチタイム。ミッドタウン日比谷
６Ｆ DRAWING HOUSE OF HIBIYA で、美しい屋上庭園
を見ながら、旬の食材を活かしたお洒落なフルコースを楽し
みました。

警視庁本部見学ツアー

（支部委員　安東 桂子）

童心に返り楽しく学んだ75分
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【 アンケート報告 】

（１）支部委員には、数名の推薦があった。
（２）チャレンジ奨学生については、原資の続く限り実施するという意見が多かった。原資の不安については、

事業の廃止、寄付を募る、移行法人終了後の様子を見るなどの提案があった。
        講演会、見学会については、それぞれ具体的な推薦があり、早速実施の方向で計画している。　
        「ともしび」については、特にインタビューやギャラリー、点描画、投稿特集が高評価であった。投稿特

集のテーマやインタビュイーの提案もあった。支部広報紙としての工夫が必要との意見もあった。
（３）総会の形式については、総会・懇親会・講演会のセットの希望が多かった。今年の支部総会の伊能美智

子会員のコンサートは、賛辞が多くあった。
（４）委員に対し、謝辞とともに支部会員を増やす努力も求められた。

2025年度初めにあたり、支部活動の参考にするために、支部会員全員にアンケートを行った。
期間は１カ月、回答数は 17であった。設問に対する回答の概略は次のようであった。

　貴重なご意見をありがとうございました。今後事業計画を立てるにあたり、参考にさせていただきます。
書記　坂上 栄美子
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群
馬
支
部
よ
り
転
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
植

原
で
す
。全
国
大
会
で
お
目
に
か
か
っ
て
い
た
方
が

何
人
も
い
ら
し
て
、嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
住
む
前
橋
市
に
、エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
語
）の
世

界
的
権
威
の
方
が
住
ん
で
お
ら
れ
、そ
の
ご
縁
で
、私

も
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、明
治
時
代
に
創
ら
れ
た
人
工

言
語
で
す
。そ
の
作
者
ル
ド
ビ
コ
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
眼
科
医
で
し
た
が
、少
年
時
代
は
ロ

シ
ア
の
植
民
地
で
、公
用
語
は
ロ
シ
ア
語
。ド
イ
ツ
か

ら
の
移
民
は
ド
イ
ツ
語
、地
元
民
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、

そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
系
の
人
た
ち
は
土
地
の
ユ
ダ
ヤ
語

と
、狭
い
地
域
に
多
言
語
が
、互
い
に
意
思
の
疎
通
な

く
入
り
混
じ
っ
て
お
り
ま
し
た
。言
葉
が
通
じ
な
い

事
か
ら
、よ
く
喧
嘩
も
起
こ
り
ま
し
た
。少
年
ザ
メ
ン

ホ
フ
は
、意
志
が
通
ず
れ
ば
争
い
は
起
こ
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、つ
い
に
、易
し
い
新
言
語
を
作

り
ま
し
た
。（
高
校
時
代
で
す
が
、仲
間
が
面
白
が
っ

て
、使
っ
て
く
れ
た
）　

と
こ
ろ
が
、彼
の
父
は「
そ
ん

な
下
ら
な
い
事
を
や
っ
て
な
い
で
、医
学
を
勉
強
し

な
さ
い
」と
、彼
を
ロ
シ
ア
へ
送
り
ま
し
た
。医
者
に

な
れ
ば
、ユ
ダ
ヤ
人
で
も
居
住
の
自
由
が
得
ら
れ
た

か
ら
で
す
。

　

艱
難
辛
苦
の
後
、彼
の
発
明
し
た
言
語
は「
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト（
語
）」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
希
望
」と
い
う
意
味
で
す
。1
0
0
年
以
上
が
経
ち
、

今
で
は
1
0
0
万
人
以
上
の
人
た
ち
が
、そ
れ
で
意

思
を
通
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、「
私
は
」は　
「
m
i
」で
、「
あ
な
た
は
」

は「
v
i
」。対
応
す
る
b
e
動
詞
は
、す
べ
て

e
s
t
a
s
で
す
。

　

毎
年 

世
界
大
会
も
開
か
れ
、私
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
の
大
会
と
、イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
の
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。特
に
ト
リ
ノ
は
あ
と
か
ら
申
し
込
ん
で
、１

人
で
参
加
し
た
の
で
、ホ
テ
ル
か
ら
会
場
の
ト
リ
ノ

工
科
大
学
ま
で
地
下
鉄
で
、最
寄
り
の
駅
か
ら
お
っ

か
な
び
っ
く
り
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。会
場
に
着
い

た
ら
、「
サ
ル
ー
ト
ン
！
」と
挨
拶
さ
れ
て
、そ
の
嬉
し

か
っ
た
事
は
、一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、「
ア
ジ
ア
の
共
通
語
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

で
！
」の
動
き
も
あ
り
ま
す
。使
用
文
字
は
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
す
が
、ど
の
国
語
よ
り
平
等
・
公
平
と
思
わ

れ
る
の
で
、エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
ア
ジ
ア
の
共
通
語
に

な
る
と
い
い
な
と
望
ん
で
い
ま
す
。

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は

心
を
つ
な
ぐ

「
希
望
」

植
原 

映
子

〈
点
描
画
〉は
会
員
同
士
の
気
ま
ま
な
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
す

送
付
先 

：to
kyo
b
ran
ch
@
jau
w
.o
rg
 

件
　
名 

： 

点
描
画

暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
こ
と
・
出
逢
っ
た
こ
と
・・・
を
、ご
投
稿
く
だ
さ
い

お菓子のツリー

Tomoshibi 
Gallery クロスステッチ

菊池 摩耶子 
（東京支部）

◉JAUW会員の作品を紹介するページです。アート分野は問いません。
    どうぞご紹介ください。（※自薦・他薦どちらでも。）

クロスは布の目を数えて刺します。細かい目の布を使う
と緻密で立体的な作品ができるので、細かい目の布を
選択しています。ハードですが完成した時の喜びは何も
のにも代えがたいものです。

テーブルセンター



２
０
０
９
年
度
大
学
女
性
協
会
一
般
奨
学
生
に
選

ば
れ
、
そ
し
て
、
２
０
１
８
年
度
に
は
守
田
科
学

研
究
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
久
保
麦
野
さ
ん
を
、

東
京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
研
究
室
に
お
尋
ね

し
ま
し
た
。

〝
虫
め
づ
る
姫
君 

〞
の
夢

　

と
も
か
く
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
虫
が

好
き
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
浦
和
市（
現

さ
い
た
ま
市
）
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

我
が
家
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
で
、
小
さ

な
専
用
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昆
虫

や
植
物
を
飽
く
こ
と
な
く
観
察
し
て
い
た

の
で
す
。
近
所
に
は
進
入
禁
止
の
工
場
跡

地
も
あ
り
、
昆
虫
少
年
の
友
達
と
こ
っ
そ

り
侵
入
し
、
虫
探
し
や
探
検
ご
っ
こ
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。
虫
や
植
物
が
、
何
で

そ
ん
な
に
面
白
い
形
を
し
て
い
る
の
か
？

何
で
そ
ん
な
に
き
れ
い
な
色
を
し
て
い
る

の
か
？
そ
の
Ｗ
Ｈ
Ｙ
を
知
り
た
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

父
は
臨
床
医
で
す
が
当
時
は
基
礎
研
究

を
し
て
い
て
、
マ
ウ
ス
の
実
験
室
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
影
響
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

小
学
生
の
頃
に
は
は
っ
き
り
と
、
生
き
物

の
こ
と
を
調
べ
る
研
究
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
の
恩
師
に
よ
り

〝
進
化 

〞
に
開
眼

　

両
親
の
離
婚
に
伴
い
東
京
に
移
転
。
国

立
大
学
の
附
属
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
逢
っ
た
の
が
堀
内
順
治
先
生
。

生
物
の
適
応
進
化
を
生
態
学
的
な
視
点
か

ら
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
授
業
を
行
な
っ
て

い
て
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
。
当
時
、
こ

う
し
た
研
究
が
で
き
る
大
学
は
限
ら
れ
て

い
た
の
で
、
東
大
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

野
生
シ
カ
の
生
首
を
ゆ
で
る
日
々

　

東
京
大
学
で
は
理
学
部
人
類
学
コ
ー
ス

に
進
学
。
骨
を
使
っ
た
研
究
と
機
能
形
態

と
い
う
考
え
に
初
め
て
触
れ
ま
し
た
。
四

足
歩
行
か
ら
二
足
歩
行
に
い
た
る
ヒ
ト
の

進
化
を
学
ぶ
中
で
、
形
態
研
究
に
特
に
興

味
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
や
は
り
野
生
動
物
の
こ
と
が
研

究
し
た
い
と
思
い
、
大
学
院
修
士
課
程
で

は
、
シ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の

採
食
生
態
学
を
専
門
と
す
る
、
高
槻
成
紀

先
生
の
研
究
室
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

高
槻
先
生
の
計
ら
い
で
全
国
各
地
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
大
量
の
シ
カ
の
生
首
を
、

さ
ば
い
て
ゆ
で
て
骨
に
す
る
毎
日
。
個
体

数
管
理
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
シ
カ
の
駆

除
で
は
、
年
齢
や
性
別
、
外
測
や
食
性
分

析
が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
非
常
に
貴
重
な

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
す
。
高
槻
先
生
は
、

北
に
生
息
す
る
シ
カ
は
サ
サ
が
主
食
。
南

に
行
く
ほ
ど
サ
サ
を
含
む
イ
ネ
科
の
採
食

比
率
は
減
少
し
双
子
葉
植
物
が
増
加
す
る

こ
と
を
実
証
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
先

生
の
研
究
と
ご
指
導
の
下
、
私
は
、
イ
ネ

科
植
物
を
食
べ
る
シ
カ
ほ
ど
歯
の
摩
耗
が

速
く
、
期
待
寿
命
が
短
い
こ
と
。
そ
し
て

摩
耗
速
度
に
応
じ
た
歯
の
大
型
化
が
生
じ

た
こ
と
を
、
一
連
の
研
究
と
し
て
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

化
石
が
語
る
多
く
の
こ
と

　

化
石
の
研
究
に
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

博
士
課
程
か
ら
、
化
石
人
類
の
研
究
が
専

門
の
諏
訪
元
先
生
の
研
究
室
に
進
学
し
ま

し
た
。
当
初
は
有
蹄
類
化
石
の
歯
の
微
細

な
傷
（
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ア
）
の
分
析
に
よ
り
、

人
類
化
石
サ
イ
ト
の
古
環
境
を
復
元
す
る
こ

と
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
沖
縄
で
の
発
掘

調
査
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
絶
滅
し
た
化

石
シ
カ（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
）の
研
究
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
沖
縄
本
島
か
ら
は
肉
食
動
物
の

化
石
が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ジ
カ
に
は
捕
食
者
が
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。す
で
に
生
態
が
分
か
っ

て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て

歯
の
高
さ
か
ら
寿
命
を
推
定
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
、リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
は
、
長
い
も
の
で
は
25
歳

く
ら
い
。
野
生
の
シ
カ
の
平
均
寿
命
が
10

歳
く
ら
い
で
す
か
ら
、
か
な
り
の
長
寿
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、現
世
の
シ
カ
と
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
の
歯
の
摩
耗
と
寿
命
の
関

係
を
学
位
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
無
事
、

博
士
号
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
学
か
ら
理
学
へ

　

高
槻
先
生
は
農
学
部
、
諏
訪
先
生
は
理

学
部
な
の
で
、
学
部
を
移
籍
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
番
の
理
由
は
キ
ュ
リ
オ
シ

テ
ィ
・
ド
リ
ブ
ン
（
好
奇
心
に
導
か
れ
て
）

で
す
が
、
も
う
一
つ
要
素
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
両
者
の
根
本
的
な
理
念
の
違
い

で
す
。

　

農
学
部
に
は
研
究
に
よ
り
人
々
の
暮
ら

し
に
貢
献
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
が
あ
り

ま
す
が
、
理
学
部
が
目
指
す
の
は
、
あ
く

ま
で
も
真
理
の
追
究
。
分
か
っ
て
い
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
サ
イ
エ

ン
ス
と
し
て
十
分
に
意
義
が
あ
る
と
い
う

私
の
考
え
と
合
致
し
た
の
で
す
。

　

直
ぐ
に
役
立
つ
わ
け
で
も
な
い
研
究
に

皆
さ
ま
の
税
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

著
者
に
著
作
権
の
な
い
世
界

　

研
究
者
と
し
て
私
が
自
分
に
課
し
て
い

る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
に
対
し
て
常
に
フ
ェ

ア
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
自
身
の

成
果
は
、
必
ず
誰
に
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
も
の
に
す
る
こ
と
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
で
き
て
い
な
い
人
も
、
結
構
、

居
る
の
で
す
。

　

毎
日
ゆ
で
て
作
っ
た
シ
カ
の
骨
の
標
本

は
、
５
０
０
〜
６
０
０
体
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
今
は
全
部
東
大
博
物
館
に
寄
贈
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
全
て
の
標

本
に
対
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
本
に
ま
と

め
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り

ま
す
。

　

論
文
も
学
会
で
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

必
ず
専
門
家
の
査
読（
サ
ド
ク
）を
経
て
、

学
術
出
版
社
な
ど
か
ら
出
版
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
際
、
執
筆
料
は
お
ろ
か
著

作
権
も
一
切
放
棄
し
ま
す
。
出
典
さ
え
明

ら
か
に
す
れ
ば
、
誰
で
も
他
者
の
成
果
を

自
分
の
研
究
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
私
た
ち
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
文
化
な
の
で
す
。

朝
か
ら
晩
ま
で
研
究
談
議

　

夫
は
同
学
年
で
す
が
地
学
部
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
会
う
こ
と
が
あ
り
、
互
い
の
研

究
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
親
し
く
な

り
、
院
生
の
時
に
結
婚
し
ま
し
た
。
以
来
、

マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ア
で
恐
竜
の
食
性
を
特
定

す
る
様
々
な
共
同
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
も
家
事
も
分
担
し
、
共
に
支
え

合
う
研
究
生
活
は
何
も
の
に
も
替
え
が
た

い
も
の
。
エ
ッ
？
夫
婦
の
会
話
で
す
か
？

朝
か
ら
晩
ま
で
研
究
の
話
で
す
。（
笑
い
）

三
人
の
「
麦
野
」

　

実
は
、
こ
の
名
前
の
発
案
者
は
私
の
両

親
で
は
な
く
、
両
親
が
カ
ナ
ダ
で
出
逢
っ

た
ご
夫
妻
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
麦
畑
か
ら
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
い
う
お
嬢
様
の
名
を
、

両
親
が
気
に
入
り
、
日
本
で
生
ま
れ
た
娘

に
命
名
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
、
二

番
目
の
麦
野
。
ち
な
み
に
も
う
一
人
、
カ

ナ
ダ
生
ま
れ
で
三
番
目
の
麦
野
さ
ん
が
居

る
そ
う
で
す
が
、
お
二
人
と
も
海
外
永
住

と
の
こ
と
。
名
字
で
は
な
く
名
前
の
麦
野

は
、
多
分
、
日
本
で
は
私
一
人
だ
と
思
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
印
象
的
な
こ
の
名
前
が
大

好
き
な
の
で
、
両
親
に
は
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

麦
色
の
原
っ
ぱ
を
、
虫
を
追
い
か
け
て

ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
っ
て
き
た
少
女
も
、
今

は
三
児
の
母
。
昨
春
、
ご
長
女
が
同
じ
中

学
に
入
学
し
た
ご
縁
で
、
母
校
で
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
と
き
の

生
徒
た
ち
の
感
想
文
を
筆
者
に
見
せ
な
が

ら
「
ほ
ら
、
み
ん
な
、
好
き
な
こ
と
を
何

よ
り
大
事
に
し
た
い
と
か
、
一
生
自
分
の

興
味
を
追
求
し
た
い
と
か
言
っ
て
く
れ
て

い
る
の
」
と
、
う
っ
す
ら
涙
を
浮
か
べ
な

が
ら
、
嬉
し
そ
う
に
語
る
久
保
麦
野
さ
ん
。

　

〝
虫
め
づ
る
姫
君 

〞
の
Ｗ
Ｈ
Ｙ
は
、

し
っ
か
り
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
た
よ

う
で
す
。

東
京
大
学
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科  

自
然
環
境
学
専
攻

陸
域
環
境
学
講
座  

准
教
授
　

久
保 

麦
野 

さ
ん

時
空
を
越
え

古
今
の
生
物
と
語
る

エールⅡ

博
士
（
理
学
）　
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〝
虫
め
づ
る
姫
君 

〞
の
夢

　

と
も
か
く
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
虫
が

好
き
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
は
浦
和
市（
現

さ
い
た
ま
市
）
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、

我
が
家
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
で
、
小
さ

な
専
用
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
昆
虫

や
植
物
を
飽
く
こ
と
な
く
観
察
し
て
い
た

の
で
す
。
近
所
に
は
進
入
禁
止
の
工
場
跡

地
も
あ
り
、
昆
虫
少
年
の
友
達
と
こ
っ
そ

り
侵
入
し
、
虫
探
し
や
探
検
ご
っ
こ
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。
虫
や
植
物
が
、
何
で

そ
ん
な
に
面
白
い
形
を
し
て
い
る
の
か
？

何
で
そ
ん
な
に
き
れ
い
な
色
を
し
て
い
る

の
か
？
そ
の
Ｗ
Ｈ
Ｙ
を
知
り
た
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

父
は
臨
床
医
で
す
が
当
時
は
基
礎
研
究

を
し
て
い
て
、
マ
ウ
ス
の
実
験
室
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
影
響
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

小
学
生
の
頃
に
は
は
っ
き
り
と
、
生
き
物

の
こ
と
を
調
べ
る
研
究
者
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

中
学
の
恩
師
に
よ
り

〝
進
化 

〞
に
開
眼

　

両
親
の
離
婚
に
伴
い
東
京
に
移
転
。
国

立
大
学
の
附
属
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
逢
っ
た
の
が
堀
内
順
治
先
生
。

生
物
の
適
応
進
化
を
生
態
学
的
な
視
点
か

ら
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
授
業
を
行
な
っ
て

い
て
、
本
当
に
面
白
か
っ
た
。
当
時
、
こ

う
し
た
研
究
が
で
き
る
大
学
は
限
ら
れ
て

い
た
の
で
、
東
大
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。

野
生
シ
カ
の
生
首
を
ゆ
で
る
日
々

　

東
京
大
学
で
は
理
学
部
人
類
学
コ
ー
ス

に
進
学
。
骨
を
使
っ
た
研
究
と
機
能
形
態

と
い
う
考
え
に
初
め
て
触
れ
ま
し
た
。
四

足
歩
行
か
ら
二
足
歩
行
に
い
た
る
ヒ
ト
の

進
化
を
学
ぶ
中
で
、
形
態
研
究
に
特
に
興

味
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
私
は
や
は
り
野
生
動
物
の
こ
と
が
研

究
し
た
い
と
思
い
、
大
学
院
修
士
課
程
で

は
、
シ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
の

採
食
生
態
学
を
専
門
と
す
る
、
高
槻
成
紀

先
生
の
研
究
室
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

高
槻
先
生
の
計
ら
い
で
全
国
各
地
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
大
量
の
シ
カ
の
生
首
を
、

さ
ば
い
て
ゆ
で
て
骨
に
す
る
毎
日
。
個
体

数
管
理
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
シ
カ
の
駆

除
で
は
、
年
齢
や
性
別
、
外
測
や
食
性
分

析
が
行
な
わ
れ
る
の
で
、
非
常
に
貴
重
な

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
ま
す
。
高
槻
先
生
は
、

北
に
生
息
す
る
シ
カ
は
サ
サ
が
主
食
。
南

に
行
く
ほ
ど
サ
サ
を
含
む
イ
ネ
科
の
採
食

比
率
は
減
少
し
双
子
葉
植
物
が
増
加
す
る

こ
と
を
実
証
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
先

生
の
研
究
と
ご
指
導
の
下
、
私
は
、
イ
ネ

科
植
物
を
食
べ
る
シ
カ
ほ
ど
歯
の
摩
耗
が

速
く
、
期
待
寿
命
が
短
い
こ
と
。
そ
し
て

摩
耗
速
度
に
応
じ
た
歯
の
大
型
化
が
生
じ

た
こ
と
を
、
一
連
の
研
究
と
し
て
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

化
石
が
語
る
多
く
の
こ
と

　

化
石
の
研
究
に
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

博
士
課
程
か
ら
、
化
石
人
類
の
研
究
が
専

門
の
諏
訪
元
先
生
の
研
究
室
に
進
学
し
ま

し
た
。
当
初
は
有
蹄
類
化
石
の
歯
の
微
細

な
傷
（
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ア
）
の
分
析
に
よ
り
、

人
類
化
石
サ
イ
ト
の
古
環
境
を
復
元
す
る
こ

と
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
沖
縄
で
の
発
掘

調
査
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
絶
滅
し
た
化

石
シ
カ（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
）の
研
究
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
沖
縄
本
島
か
ら
は
肉
食
動
物
の

化
石
が
出
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ジ
カ
に
は
捕
食
者
が
い
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。す
で
に
生
態
が
分
か
っ

て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て

歯
の
高
さ
か
ら
寿
命
を
推
定
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
す
る
と
、リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
は
、
長
い
も
の
で
は
25
歳

く
ら
い
。
野
生
の
シ
カ
の
平
均
寿
命
が
10

歳
く
ら
い
で
す
か
ら
、
か
な
り
の
長
寿
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、現
世
の
シ
カ
と
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
ジ
カ
の
歯
の
摩
耗
と
寿
命
の
関

係
を
学
位
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
無
事
、

博
士
号
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
学
か
ら
理
学
へ

　

高
槻
先
生
は
農
学
部
、
諏
訪
先
生
は
理

学
部
な
の
で
、
学
部
を
移
籍
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
一
番
の
理
由
は
キ
ュ
リ
オ
シ

テ
ィ
・
ド
リ
ブ
ン
（
好
奇
心
に
導
か
れ
て
）

で
す
が
、
も
う
一
つ
要
素
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
両
者
の
根
本
的
な
理
念
の
違
い

で
す
。

　

農
学
部
に
は
研
究
に
よ
り
人
々
の
暮
ら

し
に
貢
献
す
る
と
い
う
基
本
姿
勢
が
あ
り

ま
す
が
、
理
学
部
が
目
指
す
の
は
、
あ
く

ま
で
も
真
理
の
追
究
。
分
か
っ
て
い
な
い

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
サ
イ
エ

ン
ス
と
し
て
十
分
に
意
義
が
あ
る
と
い
う

私
の
考
え
と
合
致
し
た
の
で
す
。

　

直
ぐ
に
役
立
つ
わ
け
で
も
な
い
研
究
に

皆
さ
ま
の
税
金
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

著
者
に
著
作
権
の
な
い
世
界

　

研
究
者
と
し
て
私
が
自
分
に
課
し
て
い

る
こ
と
は
、
デ
ー
タ
に
対
し
て
常
に
フ
ェ

ア
で
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
自
身
の

成
果
は
、
必
ず
誰
に
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き

る
も
の
に
す
る
こ
と
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
で
き
て
い
な
い
人
も
、
結
構
、

居
る
の
で
す
。

　

毎
日
ゆ
で
て
作
っ
た
シ
カ
の
骨
の
標
本

は
、
５
０
０
〜
６
０
０
体
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
今
は
全
部
東
大
博
物
館
に
寄
贈
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
全
て
の
標

本
に
対
す
る
詳
細
な
デ
ー
タ
を
本
に
ま
と

め
、
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り

ま
す
。

　

論
文
も
学
会
で
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、

必
ず
専
門
家
の
査
読（
サ
ド
ク
）を
経
て
、

学
術
出
版
社
な
ど
か
ら
出
版
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
際
、
執
筆
料
は
お
ろ
か
著

作
権
も
一
切
放
棄
し
ま
す
。
出
典
さ
え
明

ら
か
に
す
れ
ば
、
誰
で
も
他
者
の
成
果
を

自
分
の
研
究
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
私
た
ち
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
文
化
な
の
で
す
。

朝
か
ら
晩
ま
で
研
究
談
議

　

夫
は
同
学
年
で
す
が
地
学
部
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
会
う
こ
と
が
あ
り
、
互
い
の
研

究
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
親
し
く
な

り
、
院
生
の
時
に
結
婚
し
ま
し
た
。
以
来
、

マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ア
で
恐
竜
の
食
性
を
特
定

す
る
様
々
な
共
同
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
も
家
事
も
分
担
し
、
共
に
支
え

合
う
研
究
生
活
は
何
も
の
に
も
替
え
が
た

い
も
の
。
エ
ッ
？
夫
婦
の
会
話
で
す
か
？

朝
か
ら
晩
ま
で
研
究
の
話
で
す
。（
笑
い
）

三
人
の
「
麦
野
」

　

実
は
、
こ
の
名
前
の
発
案
者
は
私
の
両

親
で
は
な
く
、
両
親
が
カ
ナ
ダ
で
出
逢
っ

た
ご
夫
妻
で
す
。
カ
ナ
ダ
の
麦
畑
か
ら
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
い
う
お
嬢
様
の
名
を
、

両
親
が
気
に
入
り
、
日
本
で
生
ま
れ
た
娘

に
命
名
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
、
二

番
目
の
麦
野
。
ち
な
み
に
も
う
一
人
、
カ

ナ
ダ
生
ま
れ
で
三
番
目
の
麦
野
さ
ん
が
居

る
そ
う
で
す
が
、
お
二
人
と
も
海
外
永
住

と
の
こ
と
。
名
字
で
は
な
く
名
前
の
麦
野

は
、
多
分
、
日
本
で
は
私
一
人
だ
と
思
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
印
象
的
な
こ
の
名
前
が
大

好
き
な
の
で
、
両
親
に
は
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

麦
色
の
原
っ
ぱ
を
、
虫
を
追
い
か
け
て

ま
っ
し
ぐ
ら
に
走
っ
て
き
た
少
女
も
、
今

は
三
児
の
母
。
昨
春
、
ご
長
女
が
同
じ
中

学
に
入
学
し
た
ご
縁
で
、
母
校
で
講
演
会

が
開
催
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
と
き
の

生
徒
た
ち
の
感
想
文
を
筆
者
に
見
せ
な
が

ら
「
ほ
ら
、
み
ん
な
、
好
き
な
こ
と
を
何

よ
り
大
事
に
し
た
い
と
か
、
一
生
自
分
の

興
味
を
追
求
し
た
い
と
か
言
っ
て
く
れ
て

い
る
の
」
と
、
う
っ
す
ら
涙
を
浮
か
べ
な

が
ら
、
嬉
し
そ
う
に
語
る
久
保
麦
野
さ
ん
。

　

〝
虫
め
づ
る
姫
君 
〞
の
Ｗ
Ｈ
Ｙ
は
、

し
っ
か
り
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
た
よ

う
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
安
東 

桂
子
）

《
補
足
》

国
内
奨
学
生
一
般
奨
学
生
／（
一
社
）大
学
女
性
協
会（
J
A
U
W
）が
実

施
し
て
い
る
奨
学
金
制
度
。文
部
科
学
省
の
認
可
す
る
大
学
の
大
学
院

に
在
籍
し
、将
来
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
、学
業
人
物
共
に
優
れ
た
女
子

学
生
に
対
し
て
表
彰
状
と
奨
学
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
／
化
学
教
育
者
・
故
守
田
純
子
氏
か
ら
遺
贈
さ

れ
た
資
金
を
も
と
と
す
る
報
奨
制
度
。自
然
科
学
分
野
に
お
い
て
優
れ
た

研
究
成
果
を
挙
げ
て
お
り
、科
学
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

40
歳
未
満
の
女
性
科
学
者
に
、賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
二
つ
の
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、2
0
2
5
年
6
月
現
在
、久
保
麦
野

さ
ん
お
一
人
で
す
。

久保 麦野 （くぼむぎの）
1998年３月　東京学芸大学附属高等学校卒業
1999年４月　東京大学理科二類入学
2001年４月　東京大学理学部生物学科人類学コース進学
2003年３月　同学卒業
　　　４月　東京大学大学院  農学生命科学研究科  修士課程進学
2005年３月　同課程修了
　　　４月　東京大学大学院  理学系研究科  博士課程進学
2006年３月　東京大学COE リサーチアシスタント採用（～’10年3月）
　　　　　　＊2009年度JAUW国内奨学生一般奨学生に選出
2010年３月　同課程修了
　　　４月　東京大学総合研究博物館マクロ先端研究発信グループ特員研究員（～‘13年3月）
2013年４月　日本学術振興会特別研究員PD(東京大学総合研究博物館)（～‘15年9月)
2015年10月    東京大学大学院新領域創成科学研究科  自然環境学専攻助教（～‘20年3月）
　　　　　　＊2018年度JAUW守田科学研究奨励賞を受賞
2020年４月　同上講師
2024年２月　同上准教授　　　　　

（東京支部会員）
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ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た＊

敬
称
略

　

梅
雨
を
迎
え
る
前
に
一
足
飛
び
に
真

夏
日
が
や
っ
て
き
た
よ
う
な
日
々
。支
部

総
会
、全
国
総
会
、見
学
会
と
大
き
な
行

事
が
続
い
て
、あ
っ
と
い
う
間
に
締
め
切

り
日
。編
集
者
一
同
、目
の
ま
わ
る
７
月

号
最
前
線
で
す
。皆
さ
ま
の
ご
興
味
を
引

く
記
事
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。お
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《
編
集
後
記
》

《ともしび》
投稿募集

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
島  

杏
子
様

２
０
２
５
年
２
月
２
日　
ご
逝
去

望
月  

浪
江
様

２
０
２
５
年
３
月
14
日　
ご
逝
去

丸
山  

庸
子
様

２
０
２
５
年
４
月
11
日　
ご
逝
去

１
０
３
万
４
千
円

※「ともしび」掲載内容の転載については事前に事務所までご一報ください。
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東京支部ホームページ→

「ともしび」バックナンバーも掲載

住
所
等
変
更
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願
い

し
ま
す
。

91
歳
以
上
の
方
の
会
費
は
お
申
し
出

に
よ
り
、免
除
さ
れ
ま
す
。

支
部
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支
援

の
た
め
使
用
済
み
切
手
を
事
務
所
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

支
部
か
ら
の
連
絡

（
嶋
田（
美
）、進
士
、安
東
、鈴
木
、中
山
）

安
東
桂
子　
伊
能
美
智
子　

植
原
映
子　
草
薙
美
智
子　

坂
上
栄
美
子　
中
野
眞
佐
子

◉検索「JAUW東京支部」

水
墨
画
教
室

・
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

•

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所
会
議
室

•

講
師　
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

•

連
絡
先　
森
川
淳
子

　
℡（
０
４
５
）５
８
３―

３
４
３
０

・
隔
月
開
催　

・
お
問
い
合
わ
せ
中
山
正
子

 jauw.tokyo@
gm
ail.com

      

℡（
０
４
５
）５
４
１―

２
４
８
１

若
干
名
募
集
中
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

お
試
し
体
験
も
で
き
ま
す
。

ご
一
緒
に
映
画
を
見
て
〝
映
画
談
義
〞

を
楽
し
む
、
気
さ
く
な
集
い
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

映
画
ク
ラ
ブ

◉◉Em
ail

支
部
長 

鷲
崎
千
春

副
支
部
長 
森
川
淳
子

書
記 

太
田
惠
子　
坂
上
栄
美
子

会
計 

菊
地
康
子　
森
川
淳
子

支
部
委
員 
安
東
桂
子　
遠
藤
理
枝

嶋
田
君
枝　
嶋
田
美
惠
子

 

進
士
多
佳
子　
鈴
木
公
江

 

宮
下
摩
維
子　
宮
原
千
佳
子

支
部
担
当
理
事　
遠
藤
理
枝

会
計
監
査 
木
村
和
子　
早
川
恵
子

２
０
２
5
年
度  

東
京
支
部
委
員
会

２
０
２
5
年
度

東
京
支
部
新
入
会
員

伊
藤
真
理

近
藤
美
欧

白
岩
葉
子

（
東
京
大
学
大
学
院
）

（
東
京
大
学
大
学
院
）

（
実
践
女
子
大
学
）

＊
敬
称
略   

＊
括
弧
内
は
出
身
校

捨てたいけれど捨てられない、誰もが陥るこのディレンマに助け船⁈
皆さまのアイディア、経験談など、どうぞ、お気軽にお寄せください。

断捨離考

https://forms.gle/E2K1j8Dt4fqRdgtD8

アンケートのお願い

【アンケートの方法】

１.  PCかスマホでWeb上から回答  ▶
２. アンケート用紙で回答

　東京支部では、2025年度全国セミナーに於いて家庭系廃食用油の再生・再利用につい
て発表する予定です。つきましては、アンケートを実施して実態を把握し、環境問題につい
て身近なところからの取組みを考えていきたいと思っています。
　多くの皆様にアンケート調査にご協力頂きますようお願い申しあげます。

【お問合せ先】

（一社）大学女性協会東京支部

【締切】  ８月20日
郵送・FAX ・メール添付返送
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